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地区名 品　種

葉いもち病 紋枯病 縞葉枯病 穂いもち病

Ｂ Ｃ Ｄ

◎病気について

ほ場内の２５株を目視で調査。

病気の発生の有無、程度を確認する。

２５株のうち何株にそれぞれの病気が

発生しているかを調べる。

病気の発生がなければＥに分類、

発生があればＡ～Ｄに分類され、

Ａが最も被害が大きい。

◎害虫について

○すくいとり

ほ場内を１０回振りで調査。

前に進みながら補虫網を左右水平に１８０度、１０回振ることにより、株の上部（穂）の虫をすくい取る。その種類と数を調査する。

○はらい落とし

ほ場内の１０株を調査。

粘着剤を塗布した害虫調査板の上で株元を勢いよく数回叩くことにより、株にいる虫を叩き落とす。その種類と数を調査する。

○見取り

ほ場内の２５株を目視で調査。害虫の種類と数を調査する。


